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ゴモラの神様
茨城県・ひたちなか市立東石川小学校・六学年
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(おおとも),大友)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(かんじ),貫嗣)
　皆さんは、ゴモラを知っていますか。
ゴモラとは､ウルトラマンに出て来る耳が三角で角がはえている特に人気が高い、かいじゅうです。ぼくも好きだったかいじゅうです。そんなゴモラが我が家の神だなからいつも見守っています。
　なぜゴモラが我が家にいるのかと言うと、ぼくが三歳のころにさかのぼります。
　その日は家族みんなでショッピングモールへ行って、買い物をしたり、途中でウルトラマンショップに立ち寄った後、帰りに、ラーメン屋さんで夕食を食べました。
　ラーメンを食べ終わった後にポケットからニコニコしながらゴモラの指人形を出しました。自分では、覚えていませんが当時は、悪い事とは知らずに持って来てしまいました。それを見たお父さんは、急にまじめな顔になって、急いで他の家族を家に送り届けて、ぼくと二人でウルトラマンショップへもどりました。そして、店員さんに、
「うちの息子がオモチャを持って来てしまい大変申し訳ございませんでした。」
と真剣な表情であやまりました。店員さんは、
「子どもがやった事ですから大丈夫です。」
と笑顔でゆるしてくれました。けれど、お父さんは、
「わるい事はわるい事ですから。」
と謝罪をしました。そして、けじめとしてゴモラの代金を払って、二人で頭を下げて家に帰りました。
　家に帰ると、お父さんは、神だなの上にゴモラを乗せました。その後、二人で手を合わせました。その時はまだよくわかっていなかったので、
「ゴモラちょうだい」
とお母さんにおねだりをした時に
「それは違うよ。オモチャじゃないよ。」
もう一度、
「ゴモラちょうだい。」
と、しつこくおねだりすると、お母さんは、やさしく言いました。
「かんじがこれから同じ事をくりかえさないように、ゴモラの神様が神だなから見守っているからね。」
と言われました。
　これが我が家にゴモラの神様がいる理由です。ぼくは、お父さんからは謝り方について身をもって教えてもらいました。またお母さんから一度間違いを犯しても、同じことをくり返してはいけないと言う事を教わりました。ぼくはお父さんとお母さんから教わった事で今まで大変な間違いを犯す事はありませんでした。ぼくはこの家庭の中で育ってこれて、良かったです。将来子どもが出来たら、教えられるような家庭を作り、出来れば、社会全体でこの様な教えを広げたいです。
　六年生になった今もゴモラの神様は、ぼくを見守っています。
法務省“社会を明るくする運動”中央推進委員会主催
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